
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 図－13　　　三条（気象庁）観測所における６～７月の日降雨量推移
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【五十嵐川水防警報発令状況】

発令

連絡先着信確認時刻　　　　　　　　　１３日 8:05 １３日 8:45 １３日 10:45

１３日 8:15 １３日 9:07 １３日 11:00
※上記着信確認時刻は、県の着信確認の記録による。

出典：新潟県土木部ホームページ（一部修正加筆・修正）

五泉、長岡、三条、小出、柏崎地域　大雨，洪水警報

図－14 　　気象条件・被害の発生状況等の推移（五十嵐川）

　　　　　　　2004/7/13  6:29
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三条市避難勧告
(10：10～11：40)

三条市災害対策本部設置（９：００）

水防警報発令１号出動

水防警報発令２号状況

水防警報発令３号状況
三条市諏訪地内破堤
　　　　　（１３：０７頃）

三条土木水防態勢
（６：４０）

島潟：水位観測所警戒水位超過（７：３０）

島潟：通報水位２０．４０ｍ

荒沢：通報水位６１．９０ｍ

島潟：警戒水位２０．７０ｍ

荒沢：警戒水位６２．２０ｍ
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・・・・このこのこのこの資料資料資料資料はははは、、、、速報速報速報速報でありでありでありであり、、、、数値等数値等数値等数値等はははは今後変今後変今後変今後変わることがありますわることがありますわることがありますわることがあります。。。。
・・・・五十嵐川水防警報連絡先着信確認時刻五十嵐川水防警報連絡先着信確認時刻五十嵐川水防警報連絡先着信確認時刻五十嵐川水防警報連絡先着信確認時刻はははは、、、、県県県県のののの着信確認着信確認着信確認着信確認のののの記録記録記録記録によりますによりますによりますによります。。。。
・・・・三条市三条市三条市三条市のののの災害対策本部設置時刻災害対策本部設置時刻災害対策本部設置時刻災害対策本部設置時刻およびおよびおよびおよび避難勧告時刻避難勧告時刻避難勧告時刻避難勧告時刻はははは、、、、新潟県災害対策本新潟県災害対策本新潟県災害対策本新潟県災害対策本
部対策班部対策班部対策班部対策班によりますによりますによりますによります。。。。

荒沢：警戒水位下回り
（２０：００）

島潟：警戒水位下回り
（14日４：３０）
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＜＜＜＜五十嵐川五十嵐川五十嵐川五十嵐川破堤部破堤部破堤部破堤部のののの目撃情報目撃情報目撃情報目撃情報＞＞＞＞    

 

1. 7/18 読売新聞 

記 事：同川左岸の堤防が決壊したのは 13日午後 1時 10分ごろ。 

 

2. 7/19 朝日新聞 

目撃者：A(男性、三条市諏訪 1) 

目撃談：「堤防が少し低くなったところから水が流れ出し、外側の土手が大きな土の塊になって削られ

ていき、決壊した。」 

 

3. 7/21 新潟日報 

目撃者：B(女性、堤防地点近くに住む) 

目撃談：「まず土手を乗り越えるように水が流れ込んで、堤防が壊れた。」 

 

4. 聞き取り調査結果 

聞き取り結果：C(男性、      )、平成 16年 7月 20日聞き取り 

越水の時刻  ：11:00くらい 

五十嵐川の水位：土手と同じくらい 

決壊した土手のところは、少し低くなっており、流下したところは草が 1本もなく、砂

の山に水をかけたような状態だったと思う。 

多分 11:00くらいだったと思うが、一番低い部分から少しずつ水が出始めたので、消防

本部に電話するともう少し待って欲しいと返事があった。 

8:00に家を出て渡瀬橋左岸を下流へ行き、田島橋を渡り右岸を帰り、渡良瀬橋左岸上流

へ行く。その際、水神様の付近では下への道路に水が上がっていた。そして、養護学校

の所まで行って戻ってきた。 

そして２回目の際には、今回決壊した所にはアスファルト部分まで水が上がってきて、

田島橋は通行止めになっており戻ってきたら 3 間（5～6m）の部分が 100m くらい溢水

しており、消防本部に連絡をしたら待ってくれということであった。近くの消防団（3分

団）が 3 台の車で来たが（どこの方面の団員か）代表が分からなかった。消防団に土の

うを積んでくれと言ったら、消防団 2 人を破堤地点付近へ偵察にやると言われた。警察

にも土のうを積んでくれと言ったが、積んでもダメだから避難してくれと言われた。 

その後、田川の方へ行っており決壊した時は見ておらず、帰ってくると決壊しており驚

き、近所の人の救出にあたった。 

時間については夢中でよくわかっていない。決壊した場所は越水した所であり、過去に

も漏水などは見あたらなかった箇所である。 

 

 

5. 聞き取り調査結果 

聞き取り結果：D(男性、      )、平成 16年 7月 20日聞き取り 

越水の時刻  ：11:00くらい 

五十嵐川の水位：土手と同じくらい 

13:00ごろだったと思うが、突然茶色の水がドーッと滝みたいに流れてきた。（ 

に避難していた       の話） 

 

6. 聞き取り調査結果 

聞き取り結果：A(男性、                   )、平成 16年 7月 20日聞き取り 

越水の時刻  ：13:10ごろ 

五十嵐川の水位：満水 

13:00ごろ 水の状況を見に行く 

13:10ごろ 五十嵐川の水が満水状態だったと思う。 

危ないと思い道具を片づけに家に戻る。 

13:20ごろ 越水をし始めたので急いで道具を上げた。 

徐々に堤内堤防上の方から崩れはじめる。 

13:30ごろ 崩壊し曲渕方面に濁流が流れていった。 

14:30ごろ 床下浸水をし、14:50ごろ床上まで来て畳が浮く。 

16:00ごろ 水が引きはじめた。 

決壊したところは堤防が低くなっており、水田のカメムシ対策で除草をしたため草が生

えていなかった。付近には消防団の方はおらず、対岸の方へ行っていた。 

 

7. 聞き取り調査結果 

聞き取り結果：E(男性、      )、平成 16年 7月 20日聞き取り 

越水の時刻  ：13:00ごろ 

五十嵐川の水位：満水 

12:00前に市役所の人かどうかわからないが避難してくれと連絡があったが、家まで

上がらないだろうと思って家の中にいた。 

13:00過ぎ越水をし、その後堤内側堤防上の方から崩れ、ナイアガラの滝のように水

が落ち、その後入れ歯が外れるように、ドッと渦を巻きながら濁流が押し寄せてきた。 

切れたのは 13:30ごろだと思う。 

アッという間に床下・床上まで水が来たため 2階に避難した。 

19:00ごろから水が引きはじめた。 

決壊したところは堤防が低いところで草が生えていなかった 

 

五十嵐川破堤部の目撃情報 

３０ 
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図-16 五十嵐川洗掘コンター図 
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写真－4　　　五十嵐川落堀の状況

下流側から上流側を望む　（H16.7.23　16:00撮影）

下流側から上流側を望む　（H16.7.23　10:50撮影） 上流側から下流側を望む　（H16.7.23　13:00撮影）
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